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共同開発の概要

電力・エネルギー事業の
実務経験と地域展開

電力トレーディングの
運用実績と知見

発電設備の建設・運用技術

保
有
技
術
・
知
見

研
究
役
割

実証フィールドの提供ならびに
運用・取引実績の評価

 両社の保有する技術・知見を活用し、共同開発するソフトウェアを中国電力の
下松蓄電所などに導入して実証試験を行い、蓄電池運用最適化システムの
商用化を目指します。

・蓄電池活用に関する運用条件・課題整理

・実証フィールド（下松蓄電所等）の提供

・電力需給運用や市場取引の評価

充放電計画を立案する
ソフトウェア開発・実装

・電池材料特性と劣化挙動の分析・予測
・大型蓄電設備から取得できる電池情報を基に
した劣化診断・予測

・電池劣化を踏まえた充放電計画最適化支援

化学・素材メーカーとしての
材料解析・分析技術

電池開発・セパレータ事業で
蓄積されたリチウムイオン電池
の知見

電池劣化診断・予測技術

別紙
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本システムの提供価値：制約下で資産価値を最大化する運用判断技術

蓄電池運用最適化システムの概要および期待される効果

様々な制約条件、市場環境変化の中で、蓄電池を最も価値が出るように使う

▌なぜ「使い方の最適化」が必要なのか？
蓄電池は使いすぎても、使わなさすぎてももったいない資産

使いすぎ 最適な使い方

決められた条件の中で、
最も価値が出るように使う

使わなさすぎ

温存しすぎると
もったいない

寿命や安全性のための
制約条件が存在する

蓄電池もエース投手と同様、
制約の中でどこで使うかが

価値を左右する

勝負所での起用

▌ソフトウェアが提供する「運用の納得感」
ただ電池の寿命を延長するのではなく、「使い方の判断」を支える

運転条件

電池の状態

市場価格

電力需要予測

最も価値の高い
タイミングでの
運用判断

条件を守りながら、無理なく・無駄なく運用

価値最大化

入力情報 (制約条件) ソフトウェアによる出力

収益を向上させる
充放電スケジュール

蓄電池の状態や運転条件をリアルタイムに踏まえ
複数のシナリオの中から最適な充放電シナリオを選択

→限られた運用余力の中で、資産価値を最大化させる

例：球数制限のある「エースピッチャー」

蓄電池事業に係る長期的な
視点での収益性の向上

単に寿命を延ばすのではなく
蓄電池の価値を最大化させる

最多
勝利

使いすぎ

壊れる

勝てない

使わなさすぎ

酷使運用

機会損失

寿命延長
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本システムを活用した電力取引のイメージ

需給調整
市場

卸電力
取引市場

ΔkW市場 kWh市場

広域機関

送配電事業者

計画

入札 結果 入札 結果

蓄電池

 本システムにより、電池劣化を考慮した市場取引を実現。

 蓄電池の資産価値を最大化する運用設計を支援します。

 需給管理システム

 市場入札から運用計画の提出、

蓄電池の制御、実績の管理までを

一体的に行うシステム

EMS（エネルギーマネジメントシステム）

④充放電指令

蓄電池運用最適化システム
実績

開発

ソフト

②市場予測に基づく
充放電パターン

①電池状態のデータ

（市場収入と電池劣化の両方を
考慮した計画）

③最適な充放電計画
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共同開発ステップ

Step 1：研究開始
実証準備

 研究テーマ・目的の
明確化

 共同研究体制・役割
分担の整理

 実証準備・計画策定

Step 2：実証

 実証設備導入

 実証計画に基づく
データ収集・検証

 中間評価と課題の
抽出・改善

Step 3:実装

 仕様の確定・実装対応

 運用開始後の効果
測定と改善サイクル
構築

現在 ： 2026年

2027年度頃を予定

2028年度以降を予定

 共同開発の期間は、2026～2029年度の最大4年間を予定しており、2028年度
以降に、下松蓄電所への実装を目指します。
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中国電力グループによるアグリゲーション事業

共同開発スケジュール

2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

開発
ソフト

開
発

試験環境準備 小規模実証試験

下松蓄電所向けカスタマイズ小規模実証試験向けカスタマイズ 注）点線の項目の時期は想定

 約4年をかけて共同開発を進め、得られた成果を両社が事業に活用する予定です。

下松蓄電所設置工事

下松蓄電所への適用

実
証
＋
事
業

小規模実証

下松向け準備（システム連携等）

下松蓄電所実機実証試験

旭化成グループによる事業化検討
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今後の方向性

• 蓄電池の更なる普及拡大に寄与
することによるカーボンニュートラル
社会実現への貢献

• 系統用蓄電池事業の収益性向上

• アグリゲーションビジネスの展開に
よる事業拡大および新たな収益機会
の創出

• 共同開発を通じて得られる運用・劣化
に関する知見を素材開発へ継続的
にフィードバックし、材料開発・製品
提案の高度化を目指す

• 電池材料と運用をつなぐ取り組みを
通じて、さらなるソリューションビジネス
への進化を検討

• 北米含むグローバル展開の可能性
を模索し、中長期的な事業成長を
目指す

 共同開発の成果については、各社の今後の事業に活用していきます。
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